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神奈川県鉄道輸送力増強促進会議　令和４年度　要望・回答

東日本旅客鉄道　横浜線

番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　答

Ⅰ　輸送力増強

１　輸送計画の改善
(1) 運転本数の増加、車両の

増結及び運転区間の延長
①　ダイヤ改正のたびに、輸送計画の改善に努めていただいているとこ
ろでありますが、利用者の更なる利便性の向上と輸送力の増強及び混
雑緩和のため、朝夕の通勤・通学時間帯を中心とした運転本数の増加
や車両の増結等に向けた取組みを推進されますよう要望いたします。
②　快速電車については、これまでデータイムを中心に運転本数の増
加が図られていますが、普通電車の更なる混雑緩和と利用者の利便性
の向上を図るため、朝夕の通勤・通学時間帯まで運転時間を拡大され
るよう要望いたします。

①　今後もお客さまのご利用状況を見極めつつ判断してまいります。
②　快速運転時間拡大については、今後も快速停車駅と通過駅それぞ
れのお客さまご利用状況を見極めつつ判断してまいります。

(2) 根岸線への乗入れ本数の
増加

　近年、ダイヤ改正が行われるたびに、根岸線への乗入れ本数増加及
び運転区間の延伸がなされたところですが、新幹線からのアクセス強化
や乗換えの解消など、利用者の更なる利便性向上のため、朝夕の通勤
時間帯及び夜間の乗入れ電車を更に増発するとともに、東神奈川駅か
らの乗入れを、桜木町駅から磯子駅まで延伸されるよう要望いたしま
す。

　2015年3月ダイヤ改正においては、かねてからのご要望等を踏まえ京
浜東北根岸線のダイヤを最大限工夫し、朝ラッシュ時間帯にご利用の
多い桜木町駅までの直通運転を3本増発いたしました。さらに、2016年3
月ダイヤ改正にて、夕通勤時間帯に磯子駅までの1往復を拡大したほ
か、2018年3月ダイヤ改正において、朝通勤時間帯の桜木町行きを2本
磯子行きに延伸し利便性の向上を図りました。
　朝夕のラッシュ時間帯と夜間帯直通運転の増発及び区間延伸につい
ては、引き続きお客さまのご利用状況を見極めつつ検討してまいりま
す。
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番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　答

Ⅱ　利便性向上

１　停車要望
(1) 快速電車の淵野辺駅への

停車
　淵野辺地区については、青山学院大学相模原キャンパスや、桜美林
大学プラネット淵野辺キャンパス等が立地し、駅利用者も多いことから、
淵野辺駅に快速電車を停車されるよう要望いたします。

　快速列車は速達性を使命としており、停車駅が増えることにより快速列
車本来の目的が失われることになります。同駅への快速列車の停車に
ついては、引き続きお客さまのご利用状況を見極めつつ検討してまいり
ます。

番号 要　望　事　項 要　望　内　容 回　答

２　駅施設等の整備

(1) 新横浜駅ホーム混雑緩和
及び新改札の設置

　新横浜駅は、ホームから改札口に至る通路が１つであることから、通
勤・通学時間帯や「日産スタジアム」等でのイベント時に駅構内が極めて
混雑します。
　つきましては、コロナ禍の中ではありますが、今後の収束による一定の
回復を見据え、駅施設の混雑緩和と利用者の利便性向上につながる新
たな改札口新設を要望いたします。

　新横浜駅においては、相鉄・東急直通線開業や新横浜駅南口地区再
開発などが予定されており、お客さまのご利用状況が変化していくと考
えております。改札口新設について、現時点で実施する計画はございま
せんが、今後のお客さまのご利用状況に応じて検討してまいります。


